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序  
－第５０集記念号に寄せて－  

                       沼田市教育委員会  

                        教育長  竹之内 篤  

 

 本市が独自に推進している「沼田市教育水準向上研究」は今年度、５０年目の節目の

年を迎えました。全市的共同研究が５０年間にわたり続けられたことは、衷心からの喜

びであり、これまで本市の教育にご尽力された諸先輩方及び関係各位のご熱意とご苦労

に対し、改めて深甚なる感謝を申し上げます。  
振り返ると、昭和４８・４９年度に群馬県教育委員会から「学力向上研究地区」の指

定を受けたことを契機に、本市は共同研究推進体制を整え、全市一体となって研究推進

を図り、「学校経営の体質改善（近代化、現代化）の第一歩は、教育課程を中核とする

学校経営体制を確立し、その運営を適正化することにある」という考え方を基本理念と

し、その研究の成果が「沼田市の教育」第１集としてまとめられました。その後、本市

は、様々な指定研究や第１次から第１２次に至る「沼田市教育水準向上研究」に取り組

んでまいりました。その概略は、本市の特集「５０年の歩み」に譲ることにしても、昭

和４８年以来の共同研究推進体制とその基本理念は、この５０年の間、本市の教育を支

える礎として重要な役割を果たしてきました。  
今年度は、新型コロナウイルス感染症が５類感染症へ移行し、各学校園では、感染症

対策を継続しながらも、子供たちや学校にとって真に必要なものは何か、不変の価値と

変化の必要性を常に問い直しながら、様々な工夫や取組を進めてきました。そして、「社

会の変化に主体的に関わり、未来社会を切り拓く力を身に付けた子供の育成」を主題に

掲げた第１２次沼田市教育水準向上研究では、第４年次として、第３年次までの成果と

課題を踏まえた実践のまとめを行いました。各学校園では、校長・園長がリーダーシッ

プを発揮して明確な経営方針を具体的に示し、各主任が中心となった組織的な取組を進

めることにより、学校全体で共通理解を図りながら、趣旨に基づいた教育活動を展開し

ました。  
  沼田市教育委員会としては、先に掲げた目指す子供像の具現化を目指し、本年度は「沼

田市・先生の日」「沼田市夏季研修会」「教育水準向上研究授業研究会」「幼保こ小関

連教育推進事業研究会」等の事業を、業務改善と感染症拡大防止に配慮しながら、参集

とオンラインのハイブリッド型等で実施しました。こうした一つ一つの事業やそれぞれ

の学校・園での取組に対して、積極的に関わる教師の姿勢が互いの資質を高め合い、授

業や指導の改善、そして、子供たちの変容へとつながりました。  
現在、教育界が大きな変革期を迎えており、様々な議論がなされておりますが、今後

も、家庭・地域社会と連携しながら、各学校園と沼田市教育委員会が一丸となり、創造

（Creation）、協働（Collaboration）、意思疎通（Communication）の基本姿勢を大切

にしながら、「自律」と「共育」の２つをキーワードに、沼田の未来を担うたくましい

ひとづくり・まちづくりを目指してまいります。  
 結びに、この研究、実践に対してご指導いただきました利根教育事務所をはじめとす

る群馬県教育委員会等の関係各位に改めて厚く御礼申し上げ、「沼田市の教育」の序と

いたします。 






















